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生 年 月　1990年 6月静岡県生まれ
最終学歴　早稲田大学大学院
　　　　　建築学専攻　修了
業務経歴　2016年㈱大林組入社
　　　　　現在、設計本部大阪
　　　　　建築設計部
●担当した主なプロジェクト
2018年　大手町プレイス
　　　　イーストタワー
2022年　ダイハツ工業株式会社
　　　　京都工場 塗装組立検査工場
2023年　ハイウィン株式会社
　　　　神戸本社
2023年　日本生命淀屋橋ビル
2023年　大林組 大阪本店
2024年　忍ケ丘の家 改修（**）
2024年　2025日本国際博覧会
2025年　日本建築協会事務所改修(*)
2026年　コベルコ・コンプレッサ
　　　　新事務所棟
*日本建築協会U35でのプロジェクト
**個人活動

■青年技術者のことば

私が大切にしているのは、建築

の「ものづくり」に真摯に向き合

いながら、設計者自らが建築の外

側へと関与を広げ、場づくりに介

入していく姿勢です。建築は完成

して終わるものではなく、時間の

中で使われ、変化しながら価値が

育っていく存在です。そのため、

運用や更新、関係性の変化までを

見据え、時間的な変化を内包し、

社会にひらかれたかたちで持続的

に機能する条件を織り込みたいと

考えています。また、建物竣工以

降の「建築の人生」に設計者とし

て関わり続けることが重要だと捉

えています。そのため、設計以前

から竣工後の運用まで、できるだ

け長い時間軸の中で建築を取り巻

く環境に関与したいと考えていま

す。こうした実践は、利用者や都

市に波及するだけでなく、建築そ

のものの質を高め、次の設計への

確かな手がかりとなります。建築

の外側に踏み出すことは、建築を

より強く、より深いものにする行

為であると考えています。
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